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2030 年 に お け る HV・PHV・EV
の普及目標を示す 3）。環境政策の


























































リチウム量が 1.1 万 t 必要とされて
いる。一方、世界最大のリチウム
資 源 供 給 会 社 で あ る SQM
（Sociedad Quimicay Minera de 
Chile）社（チリ）によれば 2020 年で
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図表 2　研究開発されている二次電池の作動電圧と放電容量密度の関係
参考文献5）掲載図を科学技術動向研究センターにて再構成
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PHV では 7kg/ 台（搭載二次電池容












車（HV ＋ PHV と EV をそれぞれ
50% の割合とする）にすると、約
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　 図 表 4 に、 米 国 地 質 調 査 所
（USGS：United States Geological 











の埋蔵量は 990 万 t であり、その
うち、チリの金属リチウム埋蔵量
































　図表 4 に示したように、2008 年
の世界の金属リチウム粗原料生産
量は約 2.74 万 t であったが、2009 
年には最大の輸出国であるチリか









し て は、SQM 社、Sons of Gwalia 
Ltd.（豪州）、Chemetall 社、GEA 
Group AG（ドイツ）、FMC Lithium
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この価格は 2009 年 6 月以降一度も






trade DB : United Nations Com-
modity Trade Statistics Database）
を利用した輸出入価格の推移があ
る 14）。 図 表 5 お よ び 図 表 6 に、
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図表 6　貿易統計から見える水酸化リチウムの主な国際的流通量（2009 年）
参考文献14）掲載データを基に科学技術動向研究センターにて作成
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　2010 年 8 月、チリ鉱業省、チリ
鉱 業 協 会（SONAMI）、SQM 社 お









































世界第 4 位の中国では、2009 年で
は、金属リチウム生産量が 1,000t、
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材料の生産量が 2 万 t と推定され
ている 18）。



























も 塩 化 リ チ ウ ム 埋 蔵 量 は 約





































































































　 鉱 石 資 源 に お い て は、（ 独 ）
JOGMEC は 2009 年 11 月に、米国
ネバダ州のリチウム鉱床の権益を
40% 取 得 し、 探 鉱 会 社 で あ る
American Lithium Minerals Inc. と
の共同調査に出資して、同鉱床か
ら世界のリチウム粗原料生産量の
約 10% に当たる年間 1 万 t の生産
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約を締結し、5 年後に年 0.5 万トン
の炭酸リチウム粗原料の販売を目
指すとのことである 26）。豊田通商








り、2014 年頃にも年産 1.5 万 t の
リチウム資源の採掘を始める予定
とのことである。伊藤忠商事（株）は、
2010 年 7 月、米国のリチウム粗原
料を生産する資源開発会社である
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がまだ解決されていない 5）。





































1）　河本　洋、「自動車用高出力・大容量リチウムイオン電池材料の研究開発動向」、科学技術動向 2010 年 1 月号、No.106、
p.19―33
2）　本田技研工業（株）社長会見資料（2010）：http://www.honda.co.jp/news/2010/c100720a.html
3）　「次世代自動車戦略 2010」、経済産業省、（2010 年 4 月 12 日公表）





6）　阿部幸紀・大野克久、「Lithium Supply & Market 2009 報告（その 1）」、JOGMEC 金属資源レポート、09―02 号、（2009）
7）　大野克久、「リチウムの資源と需給─ Lithium Supply & Markets Conference 2009（LSM’09）参加報告─」、JOGMEC
カレント・トピックス、09―21 号（2009）
8）　河本　洋、「希少金属資源に関する我が国の採るべき方策」、科学技術動向 2007 年 7 月号、No.79、p.25―39
9）　浦辺徹郎、NISTEP 講演会「海底希少金属資源の開発と我が国の戦略」資料、（2007）
10）　USGS Mineral Commodity Summaries 2010
図表 12　亜鉛―空気電池とマグネシウム負極型多価カチオン電池の発電メカニズム
参考文献5）掲載図を基に科学技術動向研究センターにて再構成
᡼㔚ల㔚᡼㔚⽶ᭂ ᱜᭂ㪱㫅㪉㪂 㪦㪉㪄䋨 㪱㫅㩷䋩 䋨ⓨ᳇ᭂ䋩ల㔚 㪱㫅㪉㪂 㪦㪉㪄㪱㫅㪦㔚⸃⾰੝㋦䋨Zn䋩䊷ⓨ᳇㔚ᳰ ᡼㔚ల㔚㪤㪾㪉㪂 ᡼㔚⽶ᭂ䋨㪤㪾䋩 ᱜᭂ䋨㉄ൻ‛䋩㪤㪾㪉㪂ల㔚䉫䊈䉲䉡䊛䋨M 䋩⽶ᭂဳ㪤㪾㪉㪂વዉ㔚⸃⾰䊙 gᄙଔ䉦䉼䉥䊮㔚ᳰ
科 学 技 術 動 向　2010年 12月号
28
11）　阿部幸紀、「レアメタルシリーズ 2010 ─リチウム資源の現状─」、JOGMEC 金属資源レポート、（2010）




14）　“United Nations Commodity Trade Statistics Database”；http://comtrade.un.org/
15）　関本真紀、「レアアース、インジウム、ガリウム、リチウムの需給状況等」、JOGMEC 資料：
 http://www.jogmec.go.jp/mric_web/koenkai/090304/briefing_090304_3.pdf
16）　「リチウム権益─世界で争奪戦─」、日本経済新聞（2010 年 7 月 15 日）
17）　「チリのリチウム採掘規制で議論沸騰」、Metal Research Bureau ニュース（ 2010 年 8 月 12 日）：
 http://mrb.ne.jp/newscolumn/3008-1.html
18）　「中国有色金属協会─リチウム産業分会を設立─」、Metal Research Bureau ニュース（2010 年 8 月 27 日）
19）　Metal Research Bureau ニュース（2010 年 4 月 26 日）；http://mrb.ne.jp/newscolumn/3096-1.html
20）　「やはり韓国に先を越されたボリビアのリチウム開発権益─韓国の実行力伴う資源戦略が実る─」、Metal Research 





23）　「ボリビアでリチウム開発─日本勢が先行─」、日経新聞（2010 年 11 月 10 日）
24）　「モンゴルとリチウム開発─大容量電池向向け・政府、安定調達狙う─」、日経新聞夕刊（2010 年 12 月 1 日）
25）　「米国ネバダ州でリチウムの共同探鉱契約を締結」、JOGMEC NEWS RELEASE、（2010 年 6 月 11 日）：
 http://www.jogmec.go.jp/news/release/docs/2010/pressrelease_100611.pdf





















29Science & Technology Trends   December  2010
執筆者プロフィール
河本　洋
科学技術動向研究センター　客員研究官
工学博士、日本機械学会フェロー。トヨタ自動車（株）にて自動車部材の開発段階におけ
る強度設計・評価を担当し、その後（財）ファインセラミックスセンターにて経済産業省関
連プロジェクト（ファインセラミックスの研究開発など）に従事。2006年から 3年間、科
学技術動向研究センター特別研究員。現在は名城大学非常勤講師。専門は構造部材の
強度設計と信頼性評価技術。
http://www.nistep.go.jp/index-j.html
玉城　わかな
ナノテクノロジー・材料ユニット
科学技術動向研究センター　研究員
沖縄県出身。大学院修士課程修了後、企業勤務、大学での研究生活を経て現職。10代
より地元の使用済自動車不適正処理問題に強い関心を持ち、大学時代から一貫して鉄を
はじめとする金属資源循環の統計調査に携わる。その調査の中で出会った面白い材料に
自身が感動し、現在は素晴らしい材料研究をその「わくわく感」を失うことなく伝えたい
と考えている。
http://www.nistep.go.jp/index-j.html
